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研究成果の概要（和文）： 本研究は、ASEANにおける自動車サプライチェーンの現地化とグローバル化のダイナ
ミズムを明らかにした。トヨタを中心とした日系自動車メーカーのサプライチェーンは、ASEAN独自の取り組み
によって、現地化を進めている。現地化の1つとして、日本とASEANの双方向からサプライヤー・デベロップメン
トを進めている。また、ASEANを拠点としてグローバル化を進めている日系自動車メーカーやサプライヤーが存
在することも確認された。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the dynamism of localization and globalization of the 
automobile supply chain in ASEAN.The supply chains of Japanese automobile manufacturers represented 
by Toyota are being localized by ASEAN's unique efforts.As one of the localisations, they are 
proceeding with supplier development from both Japan and ASEAN.It was also confirmed that there are
　Japanese automobile manufacturers and suppliers that are promoting globalization based in ASEAN.

研究分野： 経営学

キーワード： ASEAN　自動車産業　サプライチェーン　現地化　グローバル化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義や社会的意義は、以下の2点である。第一に、経営戦略論や組織間関係論の分野におい
て、日系自動車メーカーがASEANでいかにして競争優位を構築したのかを解明することである。そこでは、取引
コストや組織間信頼ではなく、国境を跨いだグローバルサプライチェーンの構築を促す要因を動態的に分析する
ことに意義がある。第二に、国際経営論に対する貢献である。日本の自動車メーカーが日系サプライヤーだけで
はなく、ローカルサプライヤーをいかにして育成し、協働関係を築くのかという点について、組織間関係、企業
間提携の知見を基に、実証データを基に検討したことにも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）サプライチェーン（以下、SC）に関する研究は多様な学問分野にて展開されている。経営
学における経営戦略論や組織間関係論において、取引コスト理論をベースとして、議論が展開さ
れてきた。しかし、既存研究の多くは先進国における SC を対象としているものが多く、新興国
を主体とした研究は少ない。特に、日本企業にとって ASEAN 市場の重要性が増しており、
ASEAN 市場における競争優位性を獲得するための要因ついて調査・研究を行う必要がある。 
 
（2）SC がグローバルに展開されるにしたがって、SC は国際経営論の分野においても、活発に
研究されてきた。そこでは、組織間信頼という概念に基づき、自動車産業の国際比較が展開され
てきた。ASEAN の自動車産業についても、ASEAN 域内や ASEAN 域外へとそのサプライチェ
ーンを拡大させている。SC 研究はグローバルな視点からも検討される必要性が高まっている。 
 
（3）SC の現地化を推進する際に、日系自動車メーカーには、ローカルサプライヤーの活用と育
成が求められている。従来は、サプライヤー・デベロップメント（SD）として取り扱われてき
た研究テーマであるが、国境を越えた SD については研究がまだ進んでいない。また、SD のプ
ロセスを動態的に分析している研究もあまりない。 
 
２．研究の目的 
（1）ASEAN 域内での日系自動車メーカーの部品調達の変遷 
 ASEAN 域内での部品調達の変遷について、日系自動車メーカーごとに異なる部分が多いと考
えられる。各自動車メーカーの製品戦略とそれに適合した部品調達のあり方について、類似点・
相違点を明らかにしていく。 
 
（2）サプライチェーンの現地化プロセスの解明 
 ASEAN 各国の市場ニーズが、それぞれの日系自動車メーカーの製品戦略や SC の現地化プロ
セスにどのような影響を与えているのかについて考察を加える。さらには、ASEAN 各国の役割
分担や ASEAN 全体における位置づけの変化、あるいは ASEAN 域外に与える影響について包
括的に分析を進めていく。 
 
（3）ローカルサプライヤーの育成と協業関係構築のマネジメント 
日系企業は現地化していく中で、ローカルサプライヤーの育成を進めている。しかしながら、

ローカルサプライヤーをいかにして育成しているのか、日系企業がローカル企業と合弁を行う
にあたっては、企業間の信頼関係、絆をいかにして築いていくのかを検討していかなければなら
ない。 
 
３．研究の方法 
研究方法としては、ASEAN 各国に進出している日系自動車メーカー、日系自動車部品メーカ

ー、および、ASEAN 現地のローカルサプライヤーに対して、インタビュー調査を実施する。具
体的な調査計画としては、平成 28 年度はタイを中心とした ASEAN の日系自動車メーカー5 社
と日系サプライヤー20 社、ローカルサプライヤー5 社を訪問する。平成 29 年度は引き続き、前
年度と同じ企業を再訪問する。平成 30 年度はインドネシアで調査を行う。日系自動車メーカー
3 社と日系サプライヤー15 社、ローカルサプライヤー5 社を訪問する。 
 
４．研究成果 
（1）タイにおける自動車サプライチェーンの全体像の把握 
 本研究では、独自のデータベース化を行い、タイにおける自動車サプライチェーンの全体像を
明らかにした。企業単位ではなく、工場単位で集計した結果、分析対象企業は、自動車メーカー
が 19 社、自動車メーカーに直接部品を納入する 1 次サプライヤーが 376 社、1 次サプライヤー
に部品を納入する 2次サプライヤーが 206 社となった（日系企業、非日系企業をともに含む）。 
 日本の自動車メーカーは系列化によってリーン生産方式という高品質な自動車を短期間で生
産する仕組みを構築してきた。タイでは、日本企業の自動車生産の拠点として、50 年以上も生
産を拡大し続けている。日本国内の自動車産業では、サプライヤーと自動車メーカーが長期的な
取引関係維持する、系列といわれる垂直的ネットワークが一般的である。このような取引関係で
は、多数のサプライヤーが系列の自動車メーカーの要求に合わせて、設備や技術の蓄積を行う。
自動車メーカーも、サプライヤーを独自のスペックの自動車を生産するための補完的技術や生
産設備を有するサプライチェーンの一員として捉えてきた。 
 タイの自動車部品サプライヤーの調査を行った結果、垂直的ネットワークは変容しつつある
ことがわかった。自動車メーカーは必要な技術、コスト削減のために広い選択肢からサプライヤ
ーを決め、サプライヤーも系列以外の自動車メーカーにも納入するようになっている。こうした
動きは、マルチサプライヤー化の進展として本研究の１つの結論である。ただし、多くのサプラ
イヤーがマルチサプライヤー化しているかというとそうはなっていない。技術面では顧客が広
がりつつあるが、部品ごとに見ると、かなり閉鎖的な系列になっている。これはトヨタ系列だけ
ではなく、他の自動車メーカーも同様の傾向がある。特にタイの場合、トヨタを除く自動車メー



カーの生産量は 30 万台以下であり、生産台数の少ない車種も多く、複数社に部品を発注しても、
スケールメリットは大きくないのが現状である。以上、タイでは多くの工業団地が存在し、それ
ぞれの地域において自動車サプライヤーが集積し、自動車メーカーとのネットワークを形成し
ていることを示した。また、サプライヤーが保有する素材加工技術とは、部品の標準化という要
因を介し、汎用性の高い技術ほど、マルチサプライヤー化していることを示した。 
 
（2）ASEAN におけるトヨタ自動車の現地化プロセス 
本研究では、日系自動車メーカー、特に ASEAN で最も高い市場シェアを獲得している。トヨ

タ自動車（以下、トヨタ）を研究対象とする。具体的には、ASEAN における事業展開の推移に
ついて、特にサプライチェーンの構築や部品調達の現地化について考察を行う。 

2012 年 1 月、日本本社内に、海外の現地生産や現地調達を推進する「BR 現地生産・現 地調
達推進室」が設置された。トヨタは同じタイミングで、タイのテクニカルセンター内に現調開発
室を設置した。豪亜地域ならではの R&D を実現するために、材料や部品の現地調達を強化す
ることが必要であった。ASEAN は他地域とは異なる特徴があり、ASEAN 独特の地域特性の
中で現地化を進めるためには、現調開発室を設置する必要があった。現調開発室は、トヨタの全
世界の拠点の中で、タイにしか設置されていない部門である。その理由は、次の４つを指摘する
ことができる。第一に、ASEAN 地域の特徴が挙げられる。ASEAN は異なる国で構成されてい
る地域であり、国によって、レギュレーションが異なる。それぞれの国や地域に、それぞれの手
法で対応する必要がある。ただし、できる限り機能を集約するために、現調開発室が設置された。
第二に、部門横断的な組織の必要性である。従来は、開発、調達、生産技術の各部門がそれぞれ
独自で現地サプライヤーの探索、選抜、育成を行っていたが、各部門の垣根を越えて、全体を把
握する部門横断的な部門を新設した。第三に、現地スタッフの専門性の特化である。現地の調達、
設計、品質管理の各部門は、新規サプライヤーの認定制を担当できるほどの実力はまだなかった。
業務範囲を広げて、それぞれの業務が手薄になるのではなく、新たな業務を現調開発室が担当す
ることによって、各部門は専門性を高めることができる。第四に、サプライチェーン全体の強化
である。真の現調化を実現するためには、1 次サプライヤーだけでなく、2 次、3 次のサプライ
ヤーまで現調化する必要がある。現調開発室が 1 次サプライヤーに対して、情報提供する場合
がある。 
本研究は、タイを中心とした ASEAN において、どのようにサプライチェーンの現地化を進

めてきたのかを検討した。特に、トヨタは現調開発室という技術支援の専門部署を新たに設立す
ることによって、サプライヤーへの知識移転を支援してきたことを明らかにした。ASEAN のよ
うな産業基盤が弱い新興国では、サプライヤーを育成していくことが重要である。 
 
（3）ASEAN におけるデンソーのサプライヤー・デベロップメント 
 本研究の目的は、ASEAN における日系自動車部品メーカーのサプライヤー・デベロップメン
ト（SD）について考察することである。具体的には、日本を代表する 1 次サプライヤー、デン
ソーを対象として、ASEAN における効果的な SD について考察する。デンソーは ASEAN をは
じめとして早期から事業の海外展開を進めており、最も先進的に SD を実践している企業の 1 社
である。 
 ASEAN、特にタイにおけるデンソーの SD を通じて、仕入先を育成しながら部品調達をする
という戦略を窺うことができる。デンソーは海外の SD を強化する前に、日本本国の SD の実勢
体制を整備した。仕入先の海外子会社のパフォーマンスを向上させるためには、仕入先の日本本
社が問題解決や改善のための能力を身につける必要があるからである。このような仕入先の親
会社経由で取り組む SD を、本研究では本国支援型 SD を称する。 
他方、デンソーの海外子会社から仕入先の海外子会社への支援を強化することも重要である。

従来から海外においても、生産や生産技術などの部門による仕入先支援は行われていた。しかし、
支援内容や支援期間は限られたものであった。また、日本からの指導スタッフによる海外仕入先
の支援も十分とは言えなかった。2013 年に、日本の調達技術室の指導スタッフが初めてタイに
常駐することになった。仕入先の海外子会社やタイの現地仕入先に対して、改善のための支援を
充実させることが可能となった。本研究では、タイのデンソーがタイの仕入先を直接支援する
SD を現地主導型 SD と名付ける。 
タイを中心とした ASEAN のデンソーは、日系の仕入先に対しては、本国支援型 SD と現地主

導型 SDを併用している。このような複数チャネルによる SD の有効性は、従来の研究においても
指摘されている。しかし、一方的に押し付けるだけでは、SD による改善は定着しない。SD で指
導を受ける側が自主的に取り組む姿勢を構築することが求められる。特に、企業規模が小さく、
経営資源も乏しい 2 次サプライヤーは、一方的に改善を受け入れるだけで終始しがちであるが、
それでは SDによる改善を持続させることは難しい。海外のティア 2 サプライヤーに対する SD
にとって、本国支援型 SD と現地主導型 SD の適切な組み合わせ、さらには SD 後のフォロ
ーやフィードバックを充実させた現地主導型 SD の取り組みが重要であると考える。 
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